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主催/古代たたら鉄づくり実行委員会

関連イベント

令和 7 年

ひばの里  古代たたら工房

土5月10日 11日 日
参加者募集

一泊二日体験

※詳細は裏面をご覧ください

観覧無料
※開園時間内

「備北花ピクニック（3/15~5/11）」
「備北コスモスピクニック（9/13~10/19）」
「備北イルミ（11/1~1 月上旬）」

【指導】

選定保存技術「玉鋼製造（たたら吹き）」保持者

日刀保たたら 村下職　堀尾 薫 氏

中国山地のたたら製鉄資料展 居合演武
3 月 15 日（土）～5月 25 日（日）
9：30～16：45
ひばの里　さとやま展示館 2F

5 月 10 日（土）15：00～18：00
　　 11 日（日） 9：00～12：00
　　　※一般来園者は開園時間中のみ観覧可能

ひばの里　古代たたら工房

過去の「古代たたら鉄づくり」で作り出した「鉧
（けら）」から玉鋼を取り出し、玉鋼を火床（ほど）
で熱して大槌で叩いて潰す「玉へし」から、鍛錬を
繰り返し、刀の形を打ち出していく「火造り」まで、
刀剣づくりの工程の一部を公開実演します。

【指導】ジョハン・ロイトヴィラー刀匠
　　　　      （刀匠名 光綱 / 現代刀匠）
　　　　宇賀神 一三 氏
　　　　      （明珍裕介刀匠の下で修行中）

5月 11 日（日）
①11：00～　②14：00～（各約 60 分）
ひばの里　神楽殿
【出演】広島柳生新影流柳新会、夢想神伝流居合、
　　　 伯耆流居合術日新館

公開鍛錬観覧無料

●広島駅新幹線口より備北交通高速バスで JR芸備線 備後庄原駅 : 約２時間５分、
　北入口まで徒歩:約 30分、中入口:約1時間



「たたら鉄づくり（たたら製鉄）」とは、日本古来の製鉄技法

のことを言います。我々の祖先が営々として築き上げた日本

独特の製鉄法で、千年以上の歴史があります。

たたら製鉄は、鉄原料として砂鉄を用い、木炭の燃焼熱によっ

て砂鉄を還元し、鉄を得る方法です。

また、出来た鉄の中から選別された良質な部分は「玉鋼（た

まはがね）」と言い、日本刀など高級刃物の原料となります。

「古代たたら鉄づくり」では、玉鋼のもととなる『 鉧（けら）』

をつくるまでの工程を 2日間に渡り体験できます。

５
月　

日
（
日
）

日本古来の製鉄法を体験しよう！

2025 年 5 月 10 日（土）・11 日（日）　1泊 2日
※5/10（土）8：30 集合（古代たたら工房）〜11（日）16：00 終了予定

ひばの里 古代たたら工房

20 名 ※事前予約制（定員となり次第、予約受付終了）

4,000 円　※入園料込み

・一部体験内容は見学となる場合があります。

・食事付き（4食分）。

・屋内で寝袋（貸出有）を使い仮眠が取れます。

・タオル、動きやすく汚れても良い服装、着替え、
　防寒着、毛布など各自で必要なものをご持参くだ
　さい。

体験スケジュール

第 31 回

開催日

場所

定員

料金

その他

お問合わせ・お申込み TEL 0824 -72 -7000
（8：30～17：30  ※休園日除く）

古代たたら鉄づくり実行委員会 事務局
（備北公園管理センター内）

土練り
ブロック作り

土練り・ブロック作り

昼食

下灰作業 下灰作業

時間/内容

夕食

公開鍛錬

築炉 築炉

炭の小割 炭の小割

炉乾燥 炉乾燥　（23：00まで）

食事

公開鍛錬

★開会式
9：00～9：30

★集合
8：30

0:00

昼食

11:00

公開鍛錬 公開鍛錬

操業

火入れ

7:00 8:00 9:00 10:00

食事 朝食

参拝

初種式

/ 2:00 3:00 4:00 13:00

足踏み吹子

15:00 16:00 17:0012:00

けら出し

14:005:00 6:00

古代炉操業（自動送風）

★初種式 6：30（予定）

★金屋子神社参拝（玉串奉納） 6：00

★火入れ 4：00

★古代炉けら出し 14：30（予定）

５
月　

日
（
土
）

10

11

◉下灰作業 ◉土練り、ブロック作り ◉築炉 ◉炉乾燥

薪を焚き、地面を乾燥させると共に、生木の

棒（しなえ）や掛矢を使って薪を粉炭状になる

まで叩く作業です。

築炉用の粘土を練り、ブロックを作ります。

炉に使用する土は操業の成否を決める重要な

役目を果たします。

土を練り、炉を築きます。

築炉後、薪を燃やし炉を乾燥させます。

◉操業 ◉けら出し

炉に砂鉄と木炭を交互に入れ、「ふいご」で風を送り砂鉄を溶かします。 送風管を外し、長い柄のかぎで炉を崩し、鉧（けら）を取り出します。

（足踏みふいご）
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